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その ｢並進対称性｣を満足しない- その代りにそれと異なる ｢対称性｣により空間を充満す










光 散 乱 と共 鳴 効 果
講師 北大･応電研 井 上 久 遠
光散乱は固体の素励起などを調べる優れた方法であるため,物性研究の種々の分野に多用さ
れ,また,最近の技術の進歩,普及にはめざましいものがあり,今後ますます重要性が増すで
あろう｡講師の井上久遠氏は,ことにハイパーラマン散乱においては世界的な先駆者であり,
権威である｡今回の講義では基礎的な理論及び実験から,最近の共鳴光散乱に関するトピック
ス,御自身の最近の研究結果まで話して頂いた｡
§Ⅰ 序論
§丑光散乱の基礎
§Ⅱ ラマン散乱の共鳴効果
§Ⅳ 最近の研究から
多くの方々に聴講 して頂き,講義全体に活気があるものとなり,講師の先生にも熱弁をふるっ
て頂けた｡充実した講義になったと思う｡
(文責 大西伸幸)
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